
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会名 

第 1 回 サービス向上部会 

会議で話し合われた事 

１．Ｈ30 年度自立支援協議会組織図等の確認 

 Ｈ30 年度自立支援協議会の組織図等について、確認する。 

２．部会長・副部会長の承認 

 【部会長】山ノ内町社会福祉協議会 鈴木浩史氏    【副部会長】総合安心センターはるかぜ 中島知幸氏 

３．部会の目的の検討 

 地域の支援者の支援力の底上げをめざし、障がい理解や適切な支援ができる人を地域に増やしていくことを狙い

とする。また、横のつながりを大切にし、情報共有の中から地域の課題の把握・提案を行っていく。  

4.今年度の活動計画 

【部会全体】 

○今年度のテーマ「支援者も元気になる」とする。 

○部会の開催は年 4 回。本日、7／9（月）、10／17（水）、2／7（木）の開催。 

○部会の中でも「支援者も元気になる」ための取り組みを行う。 

   （案）・身体を動かせるような腰痛体操等、現場で活かせるように。 

     ・横のつながりが見えるような事例の検討。 

     ・利用者との関わりの中で嬉しかったことの共有。 

  ○ヘルパー、暮らしの場、児童の３つの分野に分かれての情報共有・課題検討を行っていく。その中では、地域生活

支援拠点等事業検討会から依頼された内容の検討も行っていく。 

  ○研修会は、主な対象者が現場職員である事を意識し、「支援者も元気になる！！」を大テーマに、年４回企画・

実施する。 ※第１回研修会 6／22（金） 「支援者も元気になる！！」 講師：福岡寿氏 

【各グループ】 

①ヘルパー 

・第２回研修会（９月）を担当する。支援者が身体を動かしながら日々の現場に活かせるような事を楽しく学べる

よう、レクレーション講師を招いて研修会を行いたい。 

・グループの中では、各事業所の現状を共有したり、障がい特性にあった支援の仕方について学んだりする中

で、質の良い支援につながる様にしていきたい。 

②暮らしの場 

   ・第３回研修会（１１月）を担当する。現場の人が参加して元気をもらって現場に帰れるような内容を検討したい。 

   ・地域の中で安心して暮らせる生活の場を提供できるように、人財育成と仕組みについて考えていく。まずは、１

人現場になりがちな仕事を上手く評価できるようにしていきたい。 

③児童 

   ・第４回研修会（１月）を担当する。今日は出席者が少ないため、内容については次回検討する。 

   ・「児童から成人へのつなぎ」をテーマにグループでの検討を進めていきたい。また、親の急病等の緊急時に、

放課後等デイサービスや児童の短期入所等でどんな応援ができるのかも検討したい。 

参加者所属機関名等 

中野キッズはぐみ、グループホーム青りんご、総合安心センターはるかぜ、ゆりかご、常岩の里ながみね、山ノ内町社

協、栄村社協、北信圏域障害者総合相談支援センター 

開催日時 

平成 30 年 4 月 27 日（金）10：00～11：30 

本日のテーマ、課題等 

①Ｈ30年度自立支援協議会組織図等の確認    ②部会長・副部会長の承認    

③部会の目的の検討             ④今年度の活動計画 

北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 


